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■はじめに
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⚫ 本ガイドラインは、公益財団法人日本ラグビーフットボール協会（以下、「JRFU」とする） が定める

【商業広告への出演等に関する規程】並びに【選手の服装に関する規程】が2024年1月10日理事会

を以て一部改定されたことに伴い、新たに生じる事象に関してまとめた運用ガイドラインです。

⚫ 本ガイドラインの記載事項を順守していただいた上で一定の範囲で各チームのスポンサー契約の

締結やその露出等が可能となります。その為には本ガイドラインを遵守した運用が条件となります。

⚫ 本ガイドラインに記述された内容に限らず、何かご不明な点がありましたら、事前に、JRFUマーケ
ティング部門 (commercial_inquiry@rugby-japan.or.jp Tel：03-3401-3321)までお問い合わせくださ

い。

mailto:commercial_inquiry@rugby-japan.or.jp


■【商業広告への出演等に関する規程】改定内容
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改定理由
●規程の対象となる選手の年齢やチームカテゴリーを明確化

＜改定前＞
（商業広告等）第３条

選手、チーム又は役員が、ラグビーに関連して商業広告に出演し又は商業広告宣伝に関する契約（広告宣伝物
の制作に関する契約、スポンサー契約その他名称の如何を問わない）を締結しようとするときは、事前に所定の
書式により日本協会に申請し、承認を得なければならない。この場合において、当該商業広告等において日本代
表ジャージその他日本協会又は支部協会のロゴマーク等が付されたウェアを着用又は使用するときは、その旨
を明らかにして日本協会の許可を得なければならない。
２ 選手、チーム又は役員が自己の所属する企業の商業広告宣伝のためにする行為についても、前項の規定を
適用する。
３ 日本協会は、第１項の申請に係る出演又は契約がすでに他の企業との間で締結しているスポンサー契約その

他の契約に抵触するおそれがあるとき、公序良俗違反その他日本協会の目的に照らし不適切であると認めると
き、又はその他日本協会が別に定める基準を満たさないときは、その申請を不承認とし、又は一定の条件を付し
て承認することができる。

＜改定前＞
（目的）第１条

この規程は、選手、チーム又は役員が商業広告への出演又は広告宣伝物の制作等に関する契約を締結するに
当たり必要な事項を定めることを目的とする。

改定理由
●規程の改定に伴って新たに生じるスポンサー契約等を運用ガイドラインに準じて適切に運用すべく明文化
●一方で、高校生以下のチームについては、従来通り商業広告への出演は認めないことを明確化

■変更点①

■変更点②

＜改定後＞
（目的）
第１条 この規程は、「チームの登録等に関する規程」第4条に定める「大学」、「社会人」、「学生クラブ」、「クラ
ブ」若しくは「女子」（ただし、18歳以上の者で構成されるものに限る）の種別で公益財団法人日本ラグビーフット

ボール協会（以下「日本協会」という。）に登録されているチーム又はこれらのチームに所属する選手、若しくは役
員（以下「対象チーム選手等」という。」が、個人としてではなく、チームとして商業広告に出演し、又は広告宣伝
物の制作等に関する契約を締結するに当たり必要な事項を定めることを目的とする。
２ JAPAN RUGBY LEAGUE ONE については、日本協会と同リーグ運営法人が協議の上別途定めることとする。 

＜改定後＞
（商業広告等）第３条

選手、チーム又は役員が、ラグビーに関連して商業広告に出演し又は商業広告宣伝に関する契約（広告宣伝物
の制作に関する契約、スポンサー契約その他名称の如何を問わない）を締結しようとするときは、別途定める「商
業活動に関する運用ガイドライン」に従わなければならない。

２ 対象チーム選手等が自己の所属する企業の商業広告宣伝のためにする行為についても、前項の規定を適用
する。
３ 「対象チーム選手等」でない者がラグビーに関連する商業広告に出演することは認めない。



■【選手の服装に関する規程】改定内容
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＜改定前＞
（広告の掲出）第７条

チームの選手は、企業等の広告を掲出した服装を着用して公式戦（日本協会、支部協会、都道府県協会、全国
高等学校体育連盟等の主催する試合をいう。以下、この条において同じ。）に出場することができない。
２ チームの選手は、企業等の広告を掲出したスタジアムコート、トラックスーツ等（全ての衣類を対象とする）を着

用し、又は企業等の広告を掲出した競技運営備品等（全ての所持品を対象とする）を所持して公式戦の行われ
ている競技場敷地内に立ち入ることができない。
３ 前２項の規定は、当該広告が日本協会と企業等との間の契約に基づくものである場合、又は日本協会が広告
掲出を特に承認した場合には適用しない。

改定理由
●大学チームの活動環境の改善を目的とした、大学チームによる制限付きによる広告掲出の容認
●高校生以下のチームについては、従来通り広告掲出が不可であることを明確化

■変更点①

＜改定後＞
（広告の掲出）第６条

「チームの登録等に関する規程」第４条に定める「大学」、「社会人」、「学生クラブ」、「クラブ」又は「女子」の種別
で日本協会に登録されているチーム（ ただし、18歳以上の者で構成されるものに限る。以下「大学生以上のチー

ム」という。）の選手は、別途日本協会が定める「商業活動に関する運用ガイドライン」にしたがって適切に運用す
る場合、企業等の広告を掲出したベンチコートやトラックスーツ等衣類を着用し、または企業等の広告を掲出した
競技運営備品等を所持して公式戦の行われている競技場敷地における活動を行うことができる。ただし、企業
等の広告を掲出したジャージ、パンツ、ソックス、スパイク、アンダーウェア、ヘッドギア、マウスガード、サポー
ター等を着用しての公式戦の出場は認めないものとする。

２ 「大学生以上のチーム」以外のチームの選手は、別表１に規定するチームエンブレム等を除き、企業等の広
告を掲出した「ジャージ等」を着用し、又は企業等の広告を掲出した競技運営備品等を所持して公式戦の行われ
ている競技場敷地内に立ち入ることができない。

３ 第１項に基づきチームが広告を掲出することにより追加的に発生する費用（試合会場に支払う「広告掲出料」
等）については、原則として、当該広告掲出を実施するチームが負担することとする。
４ 前3項の規定は、当該広告が日本協会と企業等との間の契約に基づくものである場合、又は日本協会が広告
掲出を特に承認した場合には適用しない。



■大学チームによる商業活動の制約事項
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規程改定に伴い、大学チームによる商業活動が認められたことに伴い、ルール・制限・条件等を明

確化します。

JRFUとして以下のようなチーム協賛は認めておりません。
• アルコール類全般 ※未成年が在籍するチームに限る
• 消費者金融
• WADA/JADA未承認の健康食品
• パチンコ関連

• 先物取引
• 公営ギャンブル
• 政治・宗教関係
• 公序良俗に反しスポーツ協賛に相応しくない業種

■主な制約事項

●チームプロパティ・肖像の商業利用を一部緩和

●チームによるスポンサー広告掲出可能スペースの設定

●スポンサーによるチーム肖像使用ルールの設定



■大学チームによる商業活動の制約事項
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■チームによるスポンサー広告掲出可能スペース

●公式戦試合で着用するウェアは全てNGとするが、その他はチーム活動に応じてアイテムごとに広告
掲出可能スペースや掲出サイズを設定することで、過剰なコマーシャリズムを防ぎ、学生スポーツやア
マチュアスポーツとしての佇まいを守ることを目的としています。

＜着用ウェアについて＞

※）各協会主催イベント（合同記者会見等）については、イベントごとにご案内します。

着用ウェア

公式戦
（各協会主催試合）

公式戦用
ジャージ

公式戦用
パンツ・ソックス・
ヘッドキャップ

練習着・トラックスーツ・
ビブス・ベンチコート・

ポロシャツ等

ウォーミングアップ × × 〇

試合中 × × 〇

会見・取材時 × × 〇

練習・練習試合 ジャージ
パンツ・ソックス・
ヘッドキャップ

練習着・トラックスーツ・
ビブス・ベンチコート・

ポロシャツ等

ウォーミングアップ 〇 〇 〇

試合中 〇 〇 〇

会見・取材時 〇 〇 〇

公式戦ジャージ 公式戦パンツ 公式戦ソックス

個数
上限サイズ
（㎠）

個数
上限サイズ
（㎠）

個数
上限サイズ
（㎠）

チームエンブレム 1 100 1 100 不可 －

チーム名称 〇 任意 〇 任意 不可 －

組織ロゴ（大学・社会人チームの場合）＊ 1 100 1 100 不可 －

組織名称（大学・社会人チームの場合）＊ 〇 任意 〇 任意 不可 －

選手番号 〇 任意 〇 任意 〇 任意

選手名前 〇 任意 〇 任意 〇 任意

大会ロゴ 1 100 1 100 不可 －

製造社ロゴ 1 80 1 80 左右各１ 50

スポンサーロゴ（前面） 不可 ― 不可 ― 不可 －

スポンサーロゴ（後面） 不可 ― 不可 ― 不可 －

掲出可能タイミング

公式戦用ジャージ・パンツ・ソックスに掲出できるアイテム

＊組織ロゴ、組織名称とはチームが所属する大学名、会社名を指す。



■大学チームによる商業活動の制約事項
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■広告掲出サイズ計測の考え方

●前項で規定した広告掲出のサイズについての考え方は以下の通り、ロゴや名称の外周を囲ん
だ四角形の面積として計算することとする

例 A

B

A

B

<広告サイズ＞

Acm X Bcm ＝ X㎠

スポンサー広告
300c㎡

公式戦時トラックスーツ・上/
ベンチコート/ポロシャツ

公式戦時トラックスーツ・下

個数
上限サイズ
（㎠）

個数
上限サイズ
（㎠）

チームエンブレム 1 100 1 100

チーム名称 〇 任意 〇 任意

組織ロゴ（大学・社会人チームの場合）＊ 1 100 1 100

組織名称（大学・社会人チームの場合）＊ 〇 任意 〇 任意

選手番号 〇 任意 〇 任意

選手名前 〇 任意 〇 任意

大会ロゴ 1 100 1 100

製造社ロゴ 1 80 1 80

スポンサーロゴ（前面） 任意 合計500 任意 合計200

スポンサーロゴ（後面） 任意 合計500 任意 合計200

スポン
サー広告

100C㎡
掲出例

公式戦時トラックスーツ等広告・スポンサーロゴサイズ

スポンサー広告
100c㎡

スポンサー広告
100c㎡

スポン
サー広告

100C㎡

合計して
前後それぞれ

500c㎡以内とする

合計して
前後それぞれ

200c㎡以内とする

＊組織ロゴ、組織名称とはチームが所属する大学名、会社名を指す。



■大学チームによる商業活動の制約事項
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＜トレーニングギアについて＞

ギア

公式戦
（各協会主催試合）

コンタクトバッグ・
スクイズボトル等

ウォーミングアップ 〇

試合中 〇

会見・取材時 〇

練習・練習試合
コンタクトバッグ・
スクイズボトル等

ウォーミングアップ 〇

試合中 〇

会見・取材時 〇

ス
ポ
ン
サ
ー
ロ
ゴ

掲出可能タイミング 掲出例

＜その他＞

⚫ 練習着掲出広告
⚫ 練習グラウンド掲出バナー
⚫ チームホームページ
⚫ チームSNS 等はサイズ・制限無く掲出可とする。
＊公式戦の試合映像を使った広告掲出等は不可

※サイズ制限は特に無し

⚫ 記念ロゴ、フレーズ等は広告に当たらないものとし、掲出する場合は、事前に
日本協会（支部を含む）に申請し、承認を得る事とする。

⚫ リーグまたは大会の主催者が、日本協会（支部を含む）と協議の上、広告掲出
に関してのルールを定めている場合、当該リーグ又は大会に参加するチーム
は、その定めに従うこととする。

＊その他ご不明な点につきましては、あらかじめご相談ください。



■大学チームによる商業活動の制約事項
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■チーム肖像使用ルール

●チームの監督(HC)・コーチングスタッフ・選手の写真／動画をスポンサーが広告・制作物等に

使用する際は3名以上・均等扱いの集団肖像を条件とします。

使用例

株式会社〇〇○は〇〇大学ラグビー部を応援しています。

⚫ リーグまたは大会の主催者が、日本協会（支部を含む）と協議の上ルールを定
めている場合、当該リーグ又は大会に参加するチームは、その定めに従うこと
とする。

●写真／動画に個人名を表記することは問題ございませんが、本人の了承を得ることを前提とい
たします。
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